
近隣市町との比較

○福岡市近隣市町の計画や水産業の特徴、海域等を比較

参 考３



自治体
計画名・
位置づけ

計画期間
漁業就
業者数

特徴等
主なブランド

水産物
海域・

漁港数（管理者）

福岡市
福岡市水産業総合計画

（水産業単独）
５年（令和４
～８年度） 426 都市型漁業 ・唐泊恵比須かき

筑前海
９（市８、県１）

○計画の
方向性

・水産物の安定供給及び就業構造の確立 ・流通・加工の拡大及び消費の拡大 ○掲載ページ 1

北九州市
北九州市農林水産業振興計画

（農林と合体）
５年（令和４
～８年度） 475 ２つの海域 ・関門海峡たこ

筑前・豊前海

８（市８）

○計画の
方向性

・多様な担い手が育ち、効率的な経営が行われている
・漁場環境が保全され、多面的機能を発揮している
・市民の農林水産業への理解や評価が高まっている

○掲載ページ 2－5

宗像市
宗像市産業振興計画
（個別計画の一部）

５年（令和８
～12年度） 369

道の駅
むなかた

・鐘崎天然とらふく
・天然あなご

筑前海
５（市３、県２）

○計画の
方向性

・人材をつなぎ地域産業の好循環を生む ・地域資源の魅力を磨き価値を高める
・販路の多様化と情報発信を強化する ・地域の魅力を活かし新たな賑わいをつくる
・社会の変化に対応できる持続可能な地域産業を推進する

○掲載ページ 6

糸島市

糸島市基本計画(後期)
（総合計画の一分野）

※「第２次糸島市水産振興計画（～R7.3月）」
の後上記総合計画へ内包された

５年（令和８
～12年度） 380 伊都彩菜

・天然真鯛
・牡蠣
・サワラ

筑前海

10（市10）

○計画の
方向性

・農林水産業の活性化 ・農林水産物のブランド強化 ・担い手の確保と育成 ○掲載ページ 7～8

豊前市
豊前市基本計画(前期)
（総合計画の一分野）

５年（令和５
～９年度） 69

うみてらす
豊前

・豊前海一粒かき
・豊前本ガニ

豊前海
３（市２、県１）

○計画の
方向性

・水産業生産基盤・施設の整備 ・在来魚の育成・資源の増殖推進
・漁港周辺環境の向上 ・漁業経営体制の強化

○掲載ページ 9

柳川市
柳川市基本計画(前期)
（総合計画の一分野）

５年（令和７
～11年度） 1,444 広大な干潟

・福岡有明のり
・天然うなぎ（現在

は激減）

有明海
７（市６、県１）

○計画の
方向性

・有明海の再生と生産・流通体制の強化
・協業化の推進と生産基盤の整備

○掲載ページ 10

唐津市
唐津市基本計画(前期)
（総合計画の一分野）

５年（令和７
～11年度） 668

リアス式海岸、
唐津ん魚

・呼子のイカ
・唐津Ｑサバ

松浦海
24（市20、県４）

○計画の
方向性

・後継者・担い手の育成 ・安定した漁業経営 ○掲載ページ 11

※漁業就業者数は、計画や独自の統計に記載がある以外は、2023年漁業センサス結果より引用
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第２章 目標と重要目標達成指標（ＫＧＩ） 

 消費地である都市に近接して営まれている本市の農林水産業は、市民に四季折々の新

鮮で安全・安心な農林水産物を提供し、市民の食生活を豊かにしています。農地や森林

などは、洪水防止や水源涵養
かんよう

などの多面的機能を発揮して市民の暮らしを守り、その景

観は、都市部で生活する市民にうるおいや安らぎを与えています。 

今後とも農林水産業を維持していくために、生産性の向上や所得の向上、安定化を図

り、担い手を確保していくことが必要です。また、多くの市民が農林水産業に何らかの

形で関わり、理解を深めてもらうことも都市近郊で農林水産業を維持していくために重

要です。さらには、社会全体が持続可能であることを目指しており、ＳＤＧｓの達成に

農林水産業も貢献が求められます。 

そこで、本計画の目標を「多様な担い手による持続可能な都市型農林水産業の実現」

として、様々な施策を展開していきます。 

「多様な担い手による持続可能な都市型農林水産業の実現」に向けて取り組み、10 年

後の本市の農林水産業の目指す姿を次のとおりとします。 

１ 目標 

２ １０年後の目指す姿 

多様な担い手による持続可能な都市型農林水産業の実現

○市民の農林水産業への理解や評価が高まっている

○多様な担い手が育ち、効率的な経営が行われている

○農地、森林、漁場環境が保全され、多面的機能を発揮している

２

北九州市

13410
長方形



重要目標達成指標（ＫＧＩ）は、計画期間の最終年度（令和８年度）における農林水

産業生産額とします。 

 農林水産業に従事する人の数は一貫して減少しています。本計画では、新規就業者等

の担い手の育成・確保を最重点課題の一つに位置付け、各種施策に積極的に取り組むこ

ととしていますが、農林漁業従事者数は引き続き減少するものと予測しています。 

 このため、農林漁業者個々の経営規模の拡大や生産性の向上、経営の安定化などにつ

ながる施策を組み合わせて実施し、一経営体当たりの生産金額を向上させることで、現

在の農林水産生産額から５％程度増の 80 億円を目指します。 
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農林水産業生産額

および一経営体あたりの生産金額

農業生産額(市内) 漁業生産額(市内)

農業生産額(一経営体当たり) 漁業生産額(一経営体当たり)

計画期間最終年度

農林水産業生産額

目標額：約80億円

３ 重要目標達成指標（ＫＧＩ） 

農林水産業生産額 ８０億円 

一経営体当たりの生産金額 【農 業】 ２０％向上 

【水産業】  ５％向上 

計画策定時

農林水産業生産額

75.6 億円



むらづくりへ向けた話し合い 新規就農者研修 

農福連携研修 先輩漁業者を見習う新規就業者（右側） 

第３章 基本方針・施策体系・重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

施策体系１ 多様な担い手の確保 

産業の中核を担う農林漁業者を育成するとともに地域のむらづくり活動でリーダー

シップを発揮する地域の担い手を育成します。さらに、新たな担い手の確保のため、新

規就業希望者への支援を充実させるほか、農福連携や半農半Ｘなど多様な形で農林水産

業に関わる人材を幅広く確保していきます。

施策分野 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（１）産業の担い手 認定農業者数 100 経営体 

（２）地域の担い手 むらづくり活動地区数 累計 12 地区 

（３）新たな担い手 新たな担い手の人数 累計 100 人 

基本方針Ⅰ 担い手の確保と所得向上 



植林後の様子 ヒラメの種苗放流

施策体系２ 生産力の向上 

農地の集積やスマート技術の導入によって効率的で安定的な経営の実現を図るほか、

森林経営計画の策定を進めることで森林の循環的な利用を促進します。また、資源管理

型の漁業を推進し、将来にわたって安定した経営の実現を目指します。 

施策分野 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（１）担い手への農地集積 担い手への農地集積割合 35％ 

（２）所得の向上、安定化 スマート技術導入支援件数 累計５件

（３）森林経営の支援 森林経営計画策定数 累計 15 件 

（４）資源管理型漁業の推進 スマート技術の活用件数（漁業） 累計 50 件

スマート農業（水田管理システム）のイメージ

３



新設された林道 整備された漁港 

ほ場整備（左：整備前 右：整備後） 

施策体系１ 生産基盤整備 

農林水産業の生産基盤である「農地」、「林道」、「漁港」の整備に引き続き取り組み、

作業効率の向上を図るとともに、遊休農地の復旧、農業施設の適正な管理などに取り組

み、農林水産業を持続できる生産環境を整備します。 

施策分野 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（１）遊休農地の発生防止・解消 農地復旧面積 累計５ha 

（２）ほ場整備 新規ほ場整備面積 ５ha 

（３）農業施設の適正管理 農業施設維持管理計画の策定（Ｒ５年度） 

（４）林道の整備 林道の開設・改築 ２路線 

（５）漁港の整備 整備漁港数 ８港 

基本方針Ⅱ 生産環境の保全・整備 

４



ため池整備（左：整備前 右：整備後） 

伐採した竹材 藻場の造成 

施策体系２ 国土保全・公益的機能の向上 

洪水や土砂災害の防止等の国土保全や水源涵養
かんよう

の観点から、農業用ため池の防災対策、

荒廃森林の整備、放置竹林の拡大防止などに取り組みます。 

 また、生物多様性に富む藻場・干潟の造成・保全や環境負荷を軽減する有機農業の推

進に取り組みます。 

施策分野 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

国土保全・公益的機能の向上 多面的機能を評価する市民の割合 85％ 

（１）ため池防災対策の推進 防災重点農業用ため池対策劣化状況評価実施数

154 か所 

（２）荒廃森林の整備 荒廃森林整備（強度間伐等）面積 累計 300ha 

（３）放置竹林の拡大防止 竹林伐採面積 年間 20ha 

（４）漁場環境の保全と整備 藻場造成面積 年間 5,000 ㎡ 

（５）環境負荷の低減 有機農業実証試験実施数 ５件 



食に関するイベント(農林水産まつり) 小学生の食育（農作業体験） 

市内産農林水産物を使用した給食 水産物の朝市 

施策体系１ 地産地消の推進 

北九州都市圏（圏域人口 136 万人）の消費地市場に近接しているメリットを活かし、

ＳＮＳによる情報発信、「食」に関するイベントの開催、学校給食での利用促進、直売所

や朝市への支援などにより市内産農林水産物の消費拡大を図ります。 

施策分野 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

地産地消の推進 地産地消を実践する市民の割合 30％ 

（１）情報発信の強化 情報発信回数 年間 300 回 

（２）食育の推進 給食の新規取扱品目数 累計５品目 

（３）農商工連携 異業種マッチング回数 累計５回 

（４）ブランド化支援 新規ブランド数 ５品目 

（５）流通・販売支援 直売所・朝市の販売額 20 億円 

基本方針Ⅲ 都市と共存する農林水産業の推進 



総合農事センター 

総合農事センターでのバラの植樹イベント 

イノシシの注意喚起ポスター

施策体系２ 市民との共生・協働 

市民に身近な場所で農林水産業が営まれていることを活かし、農業や漁業の体験イベ

ントの開催、森林公園の整備、総合農事センター「花農丘
はなのおか

公園
こうえん

」の魅力向上などに取り

組み、市民が農林水産業にふれあい親しむ機会を提供するとともに、市民に憩いの場を

提供します。 

近年、野生のイノシシやサルの出没が農業地域のみならず市街地でも増加しており、

市民からの相談も大幅に増加しています。このため、市民の理解と協力を得ながら、人

と野生鳥獣の共生を目指した総合的な取組を進めていきます。 

施策分野 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（１）農林漁業体験機会の提供 体験機会の提供回数 毎年 20 回 

（２）市民への憩いの場の提供 展示林整備箇所数 累計 25 か所 

（３）鳥獣被害の軽減 鳥獣被害相談件数 

イノシシ 年間 600 件以下

サル 年間 100 件以下 

（４）総合農事センターの機能強化 総合農事センター入場者数 年間 40 万人 

５



経済
域内循環の
更なる推進

社会
事業再編と創業の
好循環創出

環境
循環型地域社会

の形成

資源を活かし、新たな価値を創出するまち

宗像市
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13410
長方形
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基本目標 5.　ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

政策（1）農林水産業の振興

施策❶ 農林水産業の活性化

● 担い手不足や価格の低迷など、農林水産業を取り巻
く環境は厳しい状況にあります。

● 持続可能な農林水産業のためには、生産施設の経年
劣化への計画的な対応が必要です。

● 温暖化などの環境変化は、農作物の育成不良や漁場
の変容などの影響を与えています。

● 森林の荒廃を防ぐため、適正な森林整備、森林資源
の安定利用が必要です。

● 持続可能な農林水産業のための経営支援を行います。

● 安全で安心して利用できる農業施設、漁業施設など
の整備を計画的に行います。

● 漁場の造成による「つくり育てる漁業」など、環境変
化に強い産地に向けた取組を推進します。

● 森林の計画的な伐採、木材供給体制の構築などによ
る森林の保全・整備を推進します。

現状と課題 施策の基本方針

指標名 現状（R6） 目標値（R12）

● 農業産出額 191.3億円 205億円

● 森林整備面積 52.3ha 71ha

● 水産物水揚金額 21.3億円 22.5億円

施策に関する目標達成指標　

■糸島市農力を育む基本計画   　■地域農業経営基盤強化促進計画
■糸島市森林・林業マスタープラン　■糸島市水産振興計画
■まち・ひと・しごと創生糸島市総合戦略

市民満足度：39.4％
農業・林業・漁業のいずれかが主たる

職業の市民の満足度：42.5％

主な取組

・関係機関や連携協定大学などとの連携による地域資源を生かした農林水産業の振興
・生産基盤の整備や先進技術を活用した高性能機械の導入などによる生産性の向上
・漁港・漁場施設、漁業生産施設の計画的な整備
・稚貝等の放流や食害生物の駆除、藻場の造成活動などによる漁場環境の保全
・林業経営体、林業事業者等への情報提供による計画的な経営計画策定の推進
・素材生産の拡大による糸島産材の安定供給と環境に配慮した施業の推進

■農地政策課　■水産林務課■農業振興課

施策に関する個別計画

施策関係課 統括課 関係課



基本目標 5.　ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

政策（1）農林水産業の振興

施策❷ 農林水産物のブランド強化

● 農林水産物は、主体的な価格形成が難しく、近年の
資材高騰も影響し、収益化が難しい状況です。

● 農林水産物のブランド価値向上のためには、市民が
ブランド価値を実感し、共有できることが重要です。

● 自治体間の農林水産物のプロモーション競争が激化
しています。

● 農林水産物の高付加価値化を推進し、収益の向上を
図ります。

● 市民が農林水産物や生産者を身近に感じられるため
の取組を推進します。

● 糸島産材の利用や販売を促進します。

● 社会状況やニーズに応じた情報発信と、他市町村と
差別化したプロモーションを展開します。

現状と課題 施策の基本方針

指標名 現状（R6） 目標値（R12）

● 市内直売所の売上額 62.3億円 63億円

● 糸島ブランド木材利用建物の建築棟数（累計） 0棟 18棟

● 農林水産物や食を主な目的とした観光入込客数 410万人 428万人

施策に関する目標達成指標　

市民満足度：39.4％
農業・林業・漁業のいずれかが主たる

職業の市民の満足度：42.5％

主な取組

・市場に求められる商品づくりへの支援と販路や流通体制の確立
・直売所等の活性化や学校給食での利用促進による市内での魅力発信と利用拡大
・市内飲食店での市内農林水産物の利用促進による食のまち糸島のイメージの形成
・糸島木材のブランド化の推進による糸島産材の活用支援
・農林水産業や食などの総合的な情報発信と、生産者の思いや背景にあるストーリーを重視した国内外におけるプロ

モーション

■糸島市農力を育む基本計画   　■地域農業経営基盤強化促進計画
■糸島市森林・林業マスタープラン　■糸島市水産振興計画
■まち・ひと・しごと創生糸島市総合戦略

■ブランド政策課　■水産林務課■農業振興課

施策に関する個別計画

施策関係課 統括課 関係課

糸島市
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基本目標 5.　ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

政策（1）農林水産業の振興

施策❸ 担い手の育成と確保

● 農林水産業の従事者数は年々減少しており、高齢化
も進んでいます。

● 農業者の減少により、水路やため池等の農業施設の
維持が困難になることが見込まれます。

● 農林水産業者確保のため、担い手や後継者がより働
きやすい環境を整備する必要があります。

●林業は労働災害の発生率が高く、担い手の確保が難
しい要因の一つとなっています。

● 新たな担い手が参入しやすい環境づくりを進めます。

● 農村環境を将来に渡り維持するため、多様な担い手、
多様な農地維持のあり方を検討します。

● 漁業者等が取り組む経営改善を支援するとともに、経
営環境の改善に努めます。

● 林業における作業環境の改善に努めながら、森林保
全の担い手や後継者の育成を図ります。

現状と課題 施策の基本方針

指標名 現状（R6） 目標値（R12）

● 認定農業者数（経営体数）の減少抑制 362経営体 354経営体

● 新規就農者数（農業）（累計） 43人 132人

● 新規就業者数（漁業）（累計） 9人 83人

● 林業従事者数の維持 27人 27人

施策に関する目標達成指標　

■糸島市農力を育む基本計画   　■地域農業経営基盤強化促進計画
■糸島市森林・林業マスタープラン　■糸島市水産振興計画
■まち・ひと・しごと創生糸島市総合戦略

市民満足度：39.4％
農業・林業・漁業のいずれかが主たる

職業の市民の満足度：42.5％

■水産林務課　■農地政策課■農業振興課

施策に関する個別計画

施策関係課 統括課 関係課

主な取組

・農林水産業に携わる多様な担い手の確保を目指した活動
・新規就業者や後継者の経営安定や地域への定着に対する支援
・地域農業や農地情報の提供など、地域と連携した担い手の確保
・漁業経営を下支えする制度の検討、実施
・安全で効率的な作業環境の整備による林業従事者の安全確保と所得向上
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基本目標 5.　ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

政策（1）農林水産業の振興

施策❹ 持続可能な農村環境づくり

● 農村集落における高齢化の進行や農業の担い手の減
少により、豊かな農産物を育み、美しい田園風景を
はじめ、水源涵養などの多面的機能を有する農地の
維持・管理が困難となっています。

● 農地の耕作放棄地化や水路、農道等の荒廃は、地域
の生活環境の悪化にもつながります。

● 少ない担い手で農業生産を維持していくためには、
効率的に利用し、管理できる農業基盤が必要です。

● 人口減少や耕作放棄地の増加などにより、山間部を
中心に有害鳥獣被害が深刻化しています。

● 地域協働による農業を続けやすい環境づくりにより、
農村コミュニティ並びに糸島の魅力の一つである自然
環境の維持に努めます。

● 優良農地を確保・維持するとともに、農業基盤の整
備や補修により、耕作しやすい、維持管理しやすい
農地づくりを推進します。

● 農林業の環境や生活環境を維持するため、地域と一
体となった鳥獣被害対策を進めます。

現状と課題 施策の基本方針

市民満足度：39.4％
農業・林業・漁業のいずれかが主たる

職業の市民の満足度：42.5％

■農地政策課　■水産林務課■農業振興課

■糸島市農力を育む基本計画   　■地域農業経営基盤強化促進計画
■まち・ひと・しごと創生糸島市総合戦略施策に関する個別計画

施策関係課 統括課 関係課

主な取組

・地域計画に基づく農地の効率的・効果的な将来利用の促進
・地域協働による農業生産基盤確保のための農業用施設の維持・保全
・農業用機械の共同利用への支援などによる地域農業の省力化、効率化の推進
・農業利用が難しい山間部などの農地の復山化などを含めた今後の農地利用に関する検討
・大学や民間の知見等を取り入れた有害鳥獣の頭数抑制や被害軽減対策の推進

指標名 現状（R6） 目標値（R12）

● 多面的機能支払交付金による共同活動の面積 3,215ha 3,260ha

● 有害鳥獣による農産物被害額 38,386千円 32,900千円

施策に関する目標達成指標　
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NEXT BUZEN前期基本計画

用語解説
※1 耕うん：海底をかくはんすることで底質を改善し，海の生き物が生息しやすい環境を作り出すこと。
※2 覆砂（ふくさ）：海底や湖底など底質改善を目的として、ヘドロ等が発生し底質が悪化した底面を砂等で覆うこと。

●水産業生産基盤・施設の整備に向けて、「漁港施設機能保全計画」の策定、アサリ増殖場の土壌
耕うん※１、かき筏の増設や稚貝の購入の補助等を実施しています。今後は、同計画に基づく漁港
整備の実施や、継続的な耕うん及び覆砂※２等に取り組んでいく必要があります。

●在来魚の育成・資源の増殖に向けて、クルマエビや豊前本ガニ（ガザミ）、ヨシエビの蓄養・放流、ま
た、岩岳川、枝川内川、佐井川においてヤマメ・アユの放流を実施しています。今後も水産資源を維
持していくため、継続して実施する必要があります。

●漂着ごみ等の回収や処理を行い、海辺の美化に取り組んでいますが、継続に向けては、関係団体
との連携を強化する必要があります。
●漁業経営体制の強化、漁業所得向上に向けて「うみてらす豊前」等での販売強化や、豊前海一粒
カキ、豊前本ガニについては、ブランド維持のため商標登録を実施しています。また、担い手の確
保、新たなブランド化の検討に向けて、漁業組合や関係団体等と協力をして養殖業等の新規事業
等の検討を推進する必要があります。

◆現状と課題◆

◆施策の基本方針◆

◆成果指標◆

対象 目的

新規ブランド構築数 指標設定の考え方

水産業従事者
水産業生産基盤の整備や水産資源の確保、ブランド化等の
支援を行い、水産業の振興を図ります。

「豊前海一粒かき」、「豊前本ガニ」に続く、水産資源の新た
なブランドの構築を図り、漁業所得の向上を目指します。

令和３年度：実績値
0

令和９年度：目標値
3

（５～９年度）

施策
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産
業
の
振
興
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●漁港施設の長寿命化を図るため、「漁港施設機能保全計画」に基づき、漁港施設を整備します。
●アサリの生育環境を整備するため、土壌耕うん及び覆砂を実施します。
●地域特産ブランド「豊前海一粒かき」の安定的な出荷を推進するため、かき筏の増設支援及び洗浄装
置の導入を実施します。

●水産資源の維持のため、クルマエビやガザミ、ヨシエビ等の蓄養・放流を推進します。
●河川環境美化、生態系保全及び子どもが自然とふれあえる機会を創出するため、ヤマメやフナ、アユの
稚魚及び成魚の放流を実施します。

◆基本事業◆

水産業生産基盤・施設の整備

在来魚の育成・資源の増殖推進

基本事業
1

基本事業
2

●海辺の美化を推進するため、三毛門、松江浦自然海浜保全地区における漂着ごみ等の回収や処理を
実施するとともに、漁協、地域、学校等の関係団体との連携強化を図ります。

●藻場や干潟における機能の維持、回復を図るため、モニタリング調査等の保全活動を支援します。

漁港周辺環境の向上
基本事業
3

●漁協の機能強化、事業拡大及び漁業の担い手育成のため、関係機関と連携のもと、養殖業等の新規
事業の支援を行います。

●漁業所得向上のため、コウイカ、コショウダイ、ハモ等について新たなブランド化の検討を行います。
●水産物の高付加価値化のため、水産加工品の開発を行うとともに、漁協と連携したPRや販路拡大を
行います。

●新たな販路拡大のため、「うみてらす豊前」等の施設を活用した他産地との相互交流に取り組みます。
●水産品の販売強化等を図るため、漁協をはじめとする関係団体との連携のもと、漁業の６次産業化等
を推進します。

漁業経営体制の強化
基本事業
4

基本目標
2

働く場と賑わいを生み出す
政策４  農林水産業の活性化

うみてらす豊前

豊前市
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